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(57)【要約】
【課題】磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板を提供する。
【解決手段】Ｃ：０．０２０％以下、Ｓｉ：１．００％以下、Ｍｎ：１．００％以下、Ｐ
：０．０３５％以下、Ｓ：０．００３０％以下、Ｃｒ：１０．０～１８．０％、Ｎ：０．
０２０％以下、Ｎｂ：０．５％以下、Ｔｉ：０．５％以下、Ａｌ：０．１０％以下を含み
、残部がＦｅおよび不純物からなり、板表面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉ
ｉ）を満たすフェライト系ステンレス鋼板を採用する。
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質量％で、
Ｃ：０．０２０％以下、
Ｓｉ：１．００％以下、
Ｍｎ：１．００％以下、
Ｐ：０．０３５％以下、
Ｓ：０．００３０％以下、
Ｃｒ：１０．０～１８．０％、
Ｎ：０．０２０％以下、
Ｎｂ：０．５％以下、
Ｔｉ：０．５％以下、
Ａｌ：０．１０％以下を含み、
残部がＦｅおよび不純物からなり、
　板表面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉｉ）を満たすことを特徴とする磁気
特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
【請求項２】
　さらに質量％で、
Ｓｎ：０．００１～０．５％、
Ｂ：０．００５％以下
の１種または２種を含有することを特徴とする請求項１に記載の磁気特性に優れたフェラ
イト系ステンレス鋼板。
【請求項３】
　さらに質量％で、
Ｎｉ：１％以下、
Ｃｕ：１％以下、
Ｍｏ：１％以下、
Ｓｂ：０．２％以下、
Ｖ：０．５％以下、
Ｗ：０．５％以下、
Ｚｒ：０．５％以下、
Ｃｏ：０．５％以下、
Ｍｇ：０．００５％以下、
Ｃａ：０．００５％以下、
Ｇａ：０．０１５％以下、
Ｌａ：０．１％以下、
Ｙ：０．１％以下、
Ｈｆ：０．１％以下、
ＲＥＭ：０．１％以下
の１種または２種以上を含有することを特徴とする請求項１または請求項２に記載の磁気
特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
【請求項４】
　磁界内に配置される接点部材として用いられることを特徴とする請求項１乃至請求項３
の何れか一項に記載の磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板に関するものであり、特に、磁
気遮断器の接点材として好適なフェライト系ステンレス鋼板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハイブリッド車や電気自動車には、車両に搭載された高電圧回路において電流遮断を確
実に行うために、車両１台あたり複数個の磁気遮断器が搭載されている。特にこれらの車
両では、大容量の電流を遮断する必要がある。この用途に使用される磁気遮断器としては
、接点装置と、電磁式の開閉装置とを有するものが知られている。接点装置には、固定接
点部を有する固定接点部材と、可動接点部を有する可動接点部材と、これらを収納する筐
体とが備えられており、可動接点部材は開閉装置によって可動自在とされている。磁気遮
断器によって高電圧回路を電流遮断する場合は、開閉装置によって可動接点部材を駆動さ
せ、可動接点部と固定接点部とを非接触状態にすることで、電流遮断を行っている。
【０００３】
　磁気遮断器による電流遮断は、車両の運転状況によって頻繁に行われる。このため、可
動接点や固定接点には、耐衝撃性が求められる。また、磁気遮断器の一部には、電流遮断
時に発生するアーク放電を速やかに消弧させるために、接点装置の筐体の内部に磁界を生
じさせるものがある。すなわち、固定接点と可動接点を離間させる際に接点間に生じたア
ークを、磁界の作用によって、各接点の端まで移動させ、更にはアークを引き延ばさせる
ことで、アーク電圧を上昇させて遮断を完了させている。このため、筐体内部に配置され
る固定接点部材及び可動接点部材は、磁化しやすい性質（磁気特性）に優れることが求め
られる。
【０００４】
　固定接点部材や可動接点部材には、導電性金属（例えば銅または銅合金）そのもの、ま
たは、セラミックスに導電性金属を複合化したものが使用されている。しかし、銅または
銅合金は磁気特性が十分ではない。また、セラミックスは耐衝撃性及び磁気特性が低いと
いう問題がある。そこで、耐衝撃性及び磁気特性に優れる材料として、ステンレス鋼の適
用が考えられる。
【０００５】
　特許文献１には、磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板として、重量％にて、
Ｃ≦０．０１％、Ｓｉ：０．１～０．６％、Ｍｎ：０．１～１．０％、Ｓ≦０．００４％
、Ｃｒ：５～１３％、Ｔｉ：０．０５～０．５％、Ｏ≦０．００４％、Ｎ≦０．０１５％
を含有し、かつＣ＋Ｎ≦０．０１５％であり、残部がＦｅおよび不可避的不純物からなり
、表層および中心層における（１１１）面強度の和が１０以下であり、最大比透磁率≧４
０００であるフェライト系ステンレス鋼板が記載されている。
【０００６】
　また、特許文献２には、磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板として、重量％
で、Ｃ：０．０１５％以下、Ｎ：０．０１５％以下、Ｓｉ：１．５％以下、Ｍｎ：１．０
％以下、Ｃｒ：１０～１４％、Ｔｉ：０．０５～０．３０％を含有するスラブを熱間圧延
により熱延板としたのち、該熱延板に圧下率：２０～６０％の冷間圧延を施し、ついで、
８００～９３０℃で焼鈍することによって製造されるフェライト系ステンレス鋼板が記載
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第３６２９１０２号公報
【特許文献２】特開平１１－６１２５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　特許文献１及び２に記載されたフェライト系ステンレス鋼板は、銅、銅合金またはセラ
ミックスに比べると、耐衝撃性及び磁気特性に優れる。しかし、磁気特性に関しては、磁
気遮断器用の接点材料として満足できる程度の磁気特性を有するものではない。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、耐衝撃性及び磁気特性に優れ、磁気
遮断器の接点部材として好適なフェライト系ステンレス鋼板を提供することを課題とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明は以下の構成を採用する。
［１］　質量％で、
Ｃ：０．０２０％以下、
Ｓｉ：１．００％以下、
Ｍｎ：１．００％以下、
Ｐ：０．０３５％以下、
Ｓ：０．００３０％以下、
Ｃｒ：１０．０～１８．０％、
Ｎ：０．０２０％以下、
Ｎｂ：０．５％以下、
Ｔｉ：０．５％以下、
Ａｌ：０．１０％以下を含み、
残部がＦｅおよび不純物からなり、
　板表面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉｉ）を満たすことを特徴とする磁気
特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
［２］　さらに質量％で、
Ｓｎ：０．００１～０．５％、
Ｂ：０．００５％以下
の１種または２種を含有することを特徴とする［１］に記載の磁気特性に優れたフェライ
ト系ステンレス鋼板。
［３］　さらに質量％で、
Ｎｉ：１％以下、
Ｃｕ：１％以下、
Ｍｏ：１％以下、
Ｓｂ：０．２％以下、
Ｖ：０．５％以下、
Ｗ：０．５％以下、
Ｚｒ：０．５％以下、
Ｃｏ：０．５％以下、
Ｍｇ：０．００５％以下、
Ｃａ：０．００５％以下、
Ｇａ：０．０１５％以下、
Ｌａ：０．１％以下、
Ｙ：０．１％以下、
Ｈｆ：０．１％以下、
ＲＥＭ：０．１％以下
の１種または２種以上を含有することを特徴とする［１］または［２］に記載の磁気特性
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に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
［４］　磁界内に配置される接点部材として用いられることを特徴とする［１］乃至［３
］の何れか一項に記載の磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、耐衝撃性及び磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板を提供で
きる。また、本発明のフェライト系ステンレス鋼板は、磁気遮断器の接点部材用の材料と
して好適に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】磁気遮断器の一例を示す断面模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明者らは、前記した課題を解決するために、フェライト系ステンレス鋼板において
、耐衝撃性及び磁気特性に影響を及ぼす合金元素について鋭意検討を行い，下記の新しい
知見を得て本発明をなすに至った。
【００１４】
（ａ）上述のように、磁気遮断器の接点材料に求められる特性としては、耐衝撃性及び磁
気特性がある。ステンレス鋼は、銅等の他の接点材料に比べて耐衝撃性及び磁気特性に優
れるが、磁気特性については、磁気遮断器の接点部材として好適な特性を有するものは得
られていない。磁気特性の指標となる比透磁率の値は外部磁場に依存し、車載用途での外
部磁場は必ずしもステンレス鋼の飽和磁化に到達しない印加磁場力（例えば１０００Ａ／
ｍ）を想定し磁化の容易さを評価する必要がある。ステンレス鋼は一般に、耐食性を高め
るために合金元素を含有させるが、合金元素を含有させるとＦｅの含有量が相対的に低下
し、磁気特性が低下する。従って、磁気遮断器の接点材料として好適なステンレス鋼を実
現するためには、合金元素の含有量を可能な限り低減させる必要があり、特にＣｒ量につ
いては、含有量を１８％以下に抑制することが好ましいことを知見した。
（ｂ）ステンレス鋼の磁気特性は、結晶粒界の影響を受ける。結晶粒界は磁気の障壁とな
って磁気特性を低下させやすい。特にステンレス鋼では、結晶粒界にＰやＳ等の不純物元
素が偏析して磁気特性を低下させる。ＰやＳの他に、結晶粒界に偏析して磁気特性を阻害
する元素としてＣ、Ｎといった元素もある。本発明者らは、上述したＰ、Ｓ、Ｃ、Ｎの過
度な低下によらず磁気特性の改善に有効な集合組織の制御を見出した。
（ｃ）また、Ｔｉ及びＮｂを含有させることで、Ｐ、Ｓ、Ｃ、Ｎ等と化合してリン化物、
硫化物、炭化物、窒化物等を形成させてＰ、Ｓ、Ｃ、Ｎ等を固定させて、磁気特性の劣化
を抑制する効果があることを見出した。また、本発明者らは、ＴｉやＮｂはそれ自体が粒
界に偏析することで、ＰやＳの粒界偏析を抑制して磁気特性の劣化を防止できることも見
出した。
（ｄ）また、ステンレス鋼では、結晶粒界にＰやＳ等の不純物元素が偏析して磁気特性を
低下させるが、本発明者らはＳｎに着目した。Ｓｎは粒界偏析元素であり、ＰやＳ等の粒
界偏析を抑制して磁気特性の改善に有効な元素である。Ｓｎを所定の範囲で含有させるこ
とにより、磁気特性の更なる改善が見込まれることを見出した。
（ｅ）磁気特性に関して、従来、磁気特性を改善させるためには、磁化容易方位である｛
１１０｝方位の結晶粒を成長・粗大化させて磁気特性を改善していたが、結晶粒の粗大化
によって鋼の靱性を低下させていた。本発明は、鋼の集合組織に着目し、｛１１０｝方位
粒を３．０超～３０％未満の範囲で生成させて｛１１１｝や｛２１１｝方位粒を分断する
ことで、磁気特性と靱性の両方を改善できることを見出した。
【００１５】
　上記（ａ）～（ｅ）の知見に基づいて成された本発明の要旨は、以下の通りである。
　本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、質量％で、Ｃ：０．０２０％以下、Ｓｉ
：１．００％以下、Ｍｎ：１．００％以下、Ｐ：０．０３５％以下、Ｓ：０．００３０％
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以下、Ｃｒ：１０．０～１８．０％、Ｎ：０．０２０％以下、Ｎｂ：０．５％以下、Ｔｉ
：０．５％以下、Ａｌ：０．１０％以下を含み、残部がＦｅおよび不純物からなり、板表
面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉｉ）を満たす磁気特性に優れたフェライト
系ステンレス鋼板である。
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
　また、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、さらに質量％で、Ｓｎ：０．００
１～０．５％、Ｂ：０．００５％以下の１種または２種を含有することが好ましい。
　また、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、さらに質量％で、Ｎｉ：１％以下
、Ｃｕ：１％以下、Ｍｏ：１％以下、Ｓｂ：０．２％以下、Ｖ：０．５％以下、Ｗ：０．
５％以下、Ｚｒ：０．５％以下、Ｃｏ：０．５％以下、Ｍｇ：０．００５％以下、Ｃａ：
０．００５％以下、Ｇａ：０．００５％以下、Ｌａ：０．１％以下、Ｙ：０．１％以下、
Ｈｆ：０．１％以下、ＲＥＭ：０．１％以下、の１種または２種以上を含有してもよい。
　また、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、磁界内に配置される接点部材とし
て用いられることが好ましい。
【００１６】
　以下、本発明の各要件について詳しく説明する。なお、各元素の含有量の「％」表示は
「質量％」を意味する。
【００１７】
Ｃ：０．０２０％以下
　Ｃは、含有量が多すぎると合金中に炭化物を形成ならびに粒界偏析して磁気特性を劣化
させ、更には靱性を低下させて耐衝撃性を悪化させるため、その含有量は少ないほどよく
、上限を０．０２０％以下とする。ただし、炭素量を低減させるには精錬工程が煩雑にな
りコストが増大する。よってＣ量は０．００１％以上とすることが好ましい。精錬コスト
も考慮した好ましい範囲は０．００３～０．０１５％であり、更に好ましい範囲は０．０
０３～０．０１０％である。
【００１８】
Ｓｉ：１．００％以下
　Ｓｉは、脱酸元素として有効であり、磁気特性の向上にも有効な元素だが、過剰に含有
させると、Ｓｉは固溶強化元素として作用し、加工性の低下を招くため、上限を１．００
％以下とする。磁気特性を確保するために下限を０．０１％以上とすることが好ましい。
好ましい範囲は、効果と製造性を考慮して０．０５～０．５０％であり、０．０５～０．
３０％であってもよい。
【００１９】
Ｍｎ：１．００％以下
　Ｍｎは、脱酸元素として有効な元素であり、また、磁気特性を低下させるＳの固定する
ために有効な元素でもある。一方、Ｍｎは耐食性や耐酸化性の低下を招くため、上限を１
．００％以下とする。脱酸やＳ固定の作用を確保するため、下限は０．０１％以上とする
ことが好ましい。好ましい範囲は、効果と製造コストを考慮して０．０５～０．５０％で
あり、０．０５～０．３０％であってもよい。
【００２０】
Ｐ：０．０３５％以下
　Ｐは、粒界偏析して磁気特性を低下させ、また、製造性を阻害する元素であり、その含
有量は少ないほどよいため、上限を０．０３５％以下とする。但し、過度の低減は精錬コ
ストの増加に繋がるため、下限を０．００５％以上とする。好ましい範囲は、製造コスト
を考慮して０．０１０～０．０３０％であり、０．０１０～０．０２０％であってもよい
。
【００２１】
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Ｓ：０．００３０％以下
　Ｓは、多量に含有させると合金中に硫化物を形成して磁気特性を劣化させ、また、粒界
偏析することによっても磁気特性を劣化させるため、その含有量は少ないほどよく、上限
を０．００３０％以下とする。但し、過度の低減は原料及び精錬コストの増加に繋がるた
め、下限を０．０００１％以上とする。好ましい範囲は、磁気特性の向上や製造コストを
考慮して０．０００２～０．００１５％であり、０．０００２～０．０００８％であって
もよい。
【００２２】
Ｃｒ：１０．０～１８．０％
　Ｃｒは、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼の基本元素であり、耐食性及び磁気特
性を確保するために必須の元素である。本実施形態の磁気遮断器の接点材料としての用途
を想定した耐食性を確保するために下限を１０．０％以上とする。上限は、磁気特性の向
上の観点から１８．０％以下とする。非磁性元素であるＣｒが１８．０％を超えると磁気
特性が劣化する。より好ましいＣｒの範囲は、１０．０～１５．０％未満としてもよく、
１０．０～１２．０％でもよい。
【００２３】
Ｎ：０．０２０％以下
　Ｎは、ＣやＳと同様に、過剰に含有すると合金中に窒化物を形成して磁気特性を低下さ
せ、また、Ｎが粒界偏析することでも磁気特性を低下させるため、その含有量は少ないほ
どよく、上限を０．０２０％以下とする。但し、過度の低減は精錬コストの増加に繋がる
ため、下限を０．００１％以上とすることが好ましい。好ましい範囲は、磁気特性と製造
コストを考慮して０．００５～０．０１５％である。
【００２４】
Ｎｂ：０．５％以下
Ｔｉ：０．５％以下
　Ｎｂ、Ｔｉは、粒界に偏析することでＰやＳの粒界偏析を抑制して磁気特性の改善を図
る作用がある。また、Ｎｂ、Ｔｉには、磁気特性を阻害するＣ，Ｎ，Ｐ，Ｓを固定するた
めの安定化元素としての作用もある。Ｎｂ，Ｔｉとも、これら２つの作用を発揮するが、
Ｎｂは特に前者の作用に有効に働き、Ｔｉは後者の作用に有効に働くと推測される。これ
らの作用によりＴｉ、Ｎｂは、耐食性の改善に加えて、本発明の目標とする磁気特性の改
善に有効な元素となる。含有する場合は、それぞれその効果が発現する０．０１％以上と
する。但し、過度な含有は合金コストの上昇や加工性の低下に繋がり、また、靱性が低下
して耐衝撃性が劣化するため、上限をそれぞれ０．５％以下とする。好ましい範囲は、磁
気特性の向上効果と合金コストおよび製造性を考慮して、Ｎｂ、Ｔｉについてそれぞれ０
．０５～０．５％とする。より好ましい範囲はそれぞれ０．０８～０．３％であり、それ
ぞれ０．１～０．３％であってもよい。
【００２５】
Ａｌ：０．１０％以下
　Ａｌは、脱酸元素として極めて有効な元素である。一方、鋼の靭性の低下を招くため、
上限を０．１０％以下とする。下限は、脱酸効果を考慮して０．００５％以上とすること
が好ましい。好ましい範囲は、製造性と性能を考慮して０．０１～０．０７％であり、０
．０１～０．０５％であってもよい。
【００２６】
　上記した元素以外は、Ｆｅおよび不純物からなる。但し、本発明の技術特徴が奏する効
果を阻害しない範囲で、上記以外の以下に記載する元素を、選択的に含有させることがで
きる。以下に限定理由を記載する。
【００２７】
Ｓｎ：０．００１～０．５％
　Ｓｎは、耐食性に加えて、本発明の目標とする磁気特性を向上させるために有効な元素
である。ステンレス鋼の結晶粒界には、ＰやＳ等の不純物元素が偏析して磁気特性を低下
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させる。Ｓｎは、自身が粒界偏析元素であり、ＰやＳ等の粒界偏析を抑制して磁気特性の
改善に有効な元素である。Ｓｎを所定の範囲で含有させることにより、磁気特性の改善が
見込まれるので、本発明では０．００１～０．５％の範囲で含有させる。Ｓｎを０．００
１％以上含有させることで、前出の効果が発現されて磁気特性が向上する。但し、過度な
含有は、結晶粒界におけるＳｎ濃度を増大させて磁気特性の低下につながり、また、靱性
を低下させて耐衝撃性の低下を招くため、上限を０．５％以下とする。好ましくは０．０
０５～０．３％であり、０．０１０～０．２％でもよい。
【００２８】
Ｂ：０．００５％以下
　Ｂは、粒界偏析元素であり、Ｓｎと同様に磁気特性を向上させるとともに熱間加工性を
向上させる元素であり、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼に含有させることは有効
である。Ｂの下限は磁気特性の向上を図るため０．０００３％以上とすることが好ましい
。しかし、過度のＢの含有は、伸びの低下をもたらし製造性を低下させるため、上限を０
．００５％以下とする。好ましくは０．０００５～０．００２％とし、０．００１～０．
００２％でもよい。
【００２９】
Ｎｉ：１％以下
Ｃｕ：１％以下
Ｍｏ：１％以下
　Ｎｉ、Ｃｕ、Ｍｏは、耐食性に有効な元素である。この効果を発揮させるため、Ｎｉ、
Ｃｕ、Ｍｏはそれぞれ、０．０５％以上の範囲で含有させてもよい。過度の含有は、ステ
ンレス鋼の再結晶および結晶粒成長を阻害して磁気特性の低下を招くため、それぞれ上限
は１％以下とする。より好ましい範囲はそれぞれ、０．１％以上０．８％以下であり、更
に好ましくは０．３％以上０．６％以下である。
【００３０】
Ｓｂ：０．２％以下
Ｖ：０．５％以下
Ｗ：０．５％以下
Ｚｒ：０．５％以下
Ｃｏ：０．５％以下
　Ｓｂ、Ｖ、Ｗ、Ｚｒ、Ｃｏは、耐食性の改善とＰ、Ｓの粒界偏析を抑制して磁気特性の
向上に有効な元素であり、必要に応じて含有させる。特にＳｂは強力な粒界偏析元素であ
り、ＳｎやＢと同様に、Ｐ、Ｓなど不純物元素の粒界偏析を排除する作用を持つ。これら
の元素を含有させる場合は、それぞれその効果が発現する０．０１％以上とする。過度な
含有は製造性や磁気特性の低下に繋がるため、Ｓｂを０．２％以下、Ｖ、Ｗ、Ｚｒ、Ｃｏ
をそれぞれ０．５％以下とする。より好ましいＳｂの範囲は、０．０２～０．１５％、更
に好ましくは０．０２～０．１％以下である。Ｖ、Ｗ、Ｚｒ、Ｃｏのより好ましい範囲は
０．０２～０．３％、更に好ましい範囲は０．０２～０．２％である。
【００３１】
Ｍｇ：０．００５％以下
　Ｍｇは、溶鋼中でＡｌとともにＭｇ酸化物を形成し脱酸剤として作用する他、ＴｉＮの
晶出核として作用する。ＴｉＮは凝固過程においてフェライト相の凝固核となり、ＴｉＮ
の晶出を促進させることで、凝固時にフェライト相を微細生成させることができる。凝固
組織を微細化させることにより、再結晶と結晶粒成長を促進して磁気特性を向上させるこ
とができる。含有させる場合は、これら効果を発現する０．０００１％以上とする。但し
、Ｍｇが０．００５％を超えると磁気特性が劣化するため、上限を０．００５％以下とす
る。好ましくは０．０００３～０．００２％とし、更に好ましくは０．０００３～０．０
０１％する。
【００３２】
Ｃａ：０．００５％以下



(9) JP 2020-63473 A 2020.4.23

10

20

30

40

50

Ｇａ：０．０１５％以下
　Ｃａ、Ｇａは、鋼の清浄度を向上させる元素であり、必要に応じて含有させる。含有さ
せる場合は、これら効果を発現するためにＣａは０．０００３％以上、Ｇａは０．００１
％以上とする。しかし、過度の含有は磁気特性の劣化に繋がるため、上限をＣａは０．０
０５％以下、Ｇａは０．０１５％以下とする。Ｃａは好ましくは０．０００３～０．００
１５％とし、更に好ましくは０．０００３～０．００１％とする。Ｇａは好ましくは０．
００１～０．０１３％、０．００５～０．０１０％とする。
【００３３】
Ｌａ：０．１％以下
Ｙ：０．１％以下
Ｈｆ：０．１％以下
ＲＥＭ：０．１％以下
　Ｌａ、Ｙ、Ｈｆ、ＲＥＭは、Ｃａ、Ｇａと同様に鋼の清浄度を向上させる元素であり、
必要に応じて含有してもよい。含有させる場合は、効果が発現するためにそれぞれ０．０
０１％以上とする。しかし、過度の含有は、磁気特性の劣化に繋がるため、上限をそれぞ
れ０．１％以下とする。好ましくはそれぞれ０．００１～０．０５％とし、更に好ましく
は０．００１～０．０３％とする。
【００３４】
　ＲＥＭ（希土類元素）は、スカンジウム（Ｓｃ）、イットリウム（Ｙ）の２元素と、周
期律表においてセリウム（Ｃｅ）からルテチウム（Ｌｕ）までの１４元素（ランタノイド
）の総称を指す。これらの元素は単独で含有させてもよいし、混合物であってもよい。
【００３５】
　なお、残部に含まれる不純物とは、鋼板を工業的に製造する際に、原料としての鉱石、
スクラップ、または製造環境などから混入されるものであって、本発明の鋼板に悪影響を
与えない範囲で許容されるものを意味する。
【００３６】
　次に本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板の集合組織について説明する。本実施形
態のフェライト系ステンレス鋼板は、板表面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉ
ｉ）を満たすものである。
【００３７】
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
【００３８】
　｛１１０｝方位はＧｏｓｓ方位と呼ばれ、圧延方向が鉄の磁化容易軸に一致しているた
め良好な磁気特性を有している。本発明ではこれらＧｏｓｓ方位の過度な生成によらず、
板表面において｛１１０｝±１５°以下の方位粒の面積率を制御することが効果的である
ことを知見した。｛１１０｝±１５°方位粒の面積率は、３．０％超３０％未満の範囲で
含むことにより、｛１１１｝及び｛１１２｝方位粒を分断して磁気特性の上昇に寄与する
ことができる。特性と製造性の観点から、好ましい範囲は５．０～２５％、より好ましい
範囲は１０～２０％である。
【００３９】
　また、板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、再結晶集合組織の主方位である｛１１１｝±１５°方位粒
との比率（Ａ／Ｂ）を０．１０超０．８０未満の範囲に高めることが有効である。
【００４０】
　Ａ／Ｂは、加工性の低下から上限は０．８０未満とする。製造性の低下からＡ／Ｂの上
限は０．７０未満としてもよい。特性と製造性の観点から、好ましいＡ／Ｂの範囲は０．
２０～０．７０、より好ましい範囲は０．４０～０．７０である。
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【００４１】
　本発明において、「板表面」とは、鋼板の板厚ｔのｔ／８までの領域であり、鋼板の表
面から当該鋼板の両側の面方向に１／８ｔの厚さまでの領域をいう。また、（１１１）±
１５°方位粒とは、鋼板表面の法線方向と｛１１１｝面方位との角度差が１５°以内であ
る結晶方位を持つ結晶粒をいう。
【００４２】
　前記した磁気特性に及ぼす集合組織の影響については、電子線後方散乱回折法（以下、
ＥＢＳＤ）を用いて解析することができる。ＥＢＳＤは、試料表面のミクロ領域における
結晶粒毎の結晶方位を高速に測定・解析するものである。磁気特性に寄与する結晶方位集
団は、板厚中心部における｛１１０｝±１５°方位粒と｛１１１｝±１５°方位粒の２つ
の領域に分割した結晶方位マップを表示させて数値化することができる。例えば、鋼板表
面に平行な面において、板幅方向８５０μｍ、圧延方向２２５０μｍの測定領域で倍率１
００としてＥＢＳＤの測定を行い、鋼板表面に平行な面の法線方向と｛１１０｝面方位と
の角度差が１５°以内である結晶粒（すなわち｛１１０｝±１５°方位粒）の結晶方位マ
ップを表示させてその面積率を表示することができる。
【００４３】
　本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、磁気特性として、比透磁率が高く、保磁
力が小さいことが好ましい。比透磁率と保磁力は、以下の測定条件により得られる数値に
より接点部材への適用性を評価する。測定条件は、外径Φ４５ｍｍ、内径Φ３３ｍｍのリ
ング状試験片を作製し、巻き線数１００、印加磁化力１０００Ａ／ｍとし、室温にて磁気
測定（Ｂ－Ｈ曲線）を行い、比透磁率（μ）と保磁力（Ｈｃ［Ａ／ｍ］）を求める。印加
磁化力は、飽和磁化に到達しない値として磁化の容易さを評価する。磁化の容易さは比透
磁率が高いほど、ヒステリシス損は保磁力が小さいほど良好である。
　比透磁率μは、５００以上がよく、好ましくは６００以上、より好ましくは７００以上
である。保磁力Ｈｃは４００Ａ／ｍ以下、好ましくは３００Ａ／ｍ以下、より好ましくは
２５０Ａ／ｍ以下である。
　比透磁率が高く、保磁力が低いと、フェライト系ステンレス鋼を接点部材に適用した際
に、磁化しやすくヒシテリスス損が小さいので好ましい。
【００４４】
　次に、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板の製造方法について説明する。
　本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、上記の化学成分を満足すれば、鋳造、熱
間加工、冷間加工等の通常のプロセス条件で製造しても本発明の目標とする磁気特性を確
保することが可能である。
　より好ましくは、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、上記の化学組成を有す
る鋼を、熱間圧延後、熱処理を省略もしくは７００℃以下で熱処理し、その後に圧延率４
０％以下の冷間圧延を行い、９００℃超の熱処理を行うことで製造する。
【００４５】
　熱間圧延後、熱処理を省略して冷間圧延を行うか、もしくは、７００℃以下の均熱温度
で熱処理してから冷間圧延を行う。熱間圧延後の熱処理を７００℃超の均熱温度で実施す
ると、本発明において磁気特性を高めるために有効な｛１１０｝方位粒が減少する場合も
ある。磁気特性を高めるために有効な｛１１０｝±１５°方位粒は、歪エネルギーの高い
結晶粒界から再結晶しやすいため、熱間圧延後の熱処理を省略もしくは熱間圧延時の歪エ
ネルギーが解消しない７００℃以下で熱処理をした後、冷間圧延を施すことが好ましい。
【００４６】
　熱処理する場合の均熱時間は、１０秒～１０分とすることが好ましい。均熱時間が１０
秒以上であれば、冷間圧延のための材料の軟質化が図れるので好ましい。また、均熱時間
が１０分以下であれば、磁気特性を高めるために有効な｛１１０｝方位粒を消失させずに
、磁気特性を高めるために有効な｛１１０｝±１５°方位粒を歪エネルギーの高い結晶粒
界から再結晶させやすくすることができる。
【００４７】
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　冷間圧延は、４０％以下の圧下率で冷暗圧延することが好ましい。冷間圧延率が４０％
超となると、再結晶集合組織である｛１１１｝±１５°方位粒の形成と成長により、｛１
１０｝±１５°方位粒が低下する場合もある。従って、冷間圧延の圧下率が４０％以下と
するとよい。
【００４８】
　冷間圧延後の熱処理は、｛１１０｝±１５°方位粒を成長させるために、９００℃超の
熱処理温度で熱処理することが好ましい。過度な温度上昇は、｛１１０｝±１５°方位粒
が低下・消失を招くため、熱処理温度の上限は１０５０℃であることが好ましい。また、
熱処理時の雰囲気は特に規定するものではないが、大気中、ＬＮＧ燃料雰囲気、ＢＡ雰囲
気であることが好ましい。
【００４９】
　冷間圧延後の熱処理の均熱時間は、１秒～５分とすることが好ましい。Ｇｏｓｓ方位を
生成させるために、均熱時間は１秒以上とすることが好ましい。また、均熱時間が５分以
下であれば、｛１１０｝±１５°方位粒が低下・消失を防止できる。
【００５０】
　本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、磁界内に配置される接点部材として好適
に用いることができる。
　図１には、磁気遮断器の一例を示す。図１に示す磁気遮断器１は、リレー部１０と駆動
部２０とを備える。磁気遮断器１は、リレー部１０に備えられた可動接点部材１３が駆動
部２０によって上下に駆動することで、一対の固定接点部材１２に可動接点部材１３が接
触または非接触するように構成されている。固定接点部材１２は外部回路に接続されてい
る。そして、可動接点部材１３と固定接点部材１２とが接触状態にあるときには外部回路
の電流が遮断されず、非接触状態にあるときには外部回路の電流を遮断するようになって
いる。以下、磁気遮断器１の構造について説明する。本実施形態のフェライト系ステンレ
ス鋼板は、可動接点部材１３及び固定接点部材１２の素材に適用される。
【００５１】
　リレー部１０は、中空箱状のリレー部筐体１１と、リレー部筐体１１の上面１１ａを貫
通する２つの柱状の固定接点部材１２と、リレー部側筐体１１の内部に配置された棒状の
可動接点部材１３と、可動接点部材１３を固定接点部材１２側に付勢するばね１４とを備
えている。可動接点部材１３及び固定接点部材１２は、本実施形態のフェライト系ステン
レス鋼によって形成されている。２つの固定接点部材１２は、相互に離間して配置されて
いる。柱状の固定接点部材１２は、一端側に固定接点部１２ａが設けられ、他端側には外
部端子部１２ｂが設けられている。固定接点部１２ａは、リレー部筐体１１の内部に挿入
され、可動接点部材１３に対向するように配置されている。外部端子部１２ｂは、リレー
部筐部材１１の外側に配置されており、外部回路に接続される。
【００５２】
　棒状の可動接点部材１３は、上面に可動接点部１３ａを有している。可動接点部材１３
は、可動接点部１３ａが２つの固定接点部１２ｂと対向するようにリレー部筐体１１内に
配置されている。可動接点部材１３は、駆動部２０の接続シャフト２４に接続されている
。図１では、可動接点部材１３がその可動範囲の最下方に位置している状態を示している
。この状態は、可動接点部１３ａと固定接点部１２ａが離間して外部回路の電流が遮断さ
れた状態にある。また、図１に示す一点鎖線は、可動接点部材１３がその可動範囲の最上
方に位置している状態を示している。この状態は、可動接点部１３ａと固定接点部１２ａ
が接触して外部回路の電流が遮断されていない状態にある。
【００５３】
　リレー部筐体１１の内部には、ばね１４が配置されている。ばね１４は、可動接点部材
１３を固定接点部材１２に接触させるために、可動接点部材１３を固定接点部材１２側に
付勢する。ばね１４には、接続シャフト２４が挿通されている。また、リレー部筐体１１
の内部には図示略の磁石によって磁界が形成されている。
【００５４】
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　駆動部２０は、駆動部筐体２１と、駆動部筐体２１の内部に配置された電磁石コイル２
２と、電磁石コイル２２の中空部２２ａに挿入された筒状のヨーク２３と、ヨーク２３に
挿入された接続シャフト２４と、ヨーク２３を案内する中空筒状のガイド部材２５とが備
えられている。接続シャフト２４は、駆動部筐体２１を貫通して可動接点部材１３に接続
されている。
【００５５】
　磁気遮断器１の動作を説明する。電磁石コイル２２に通電しない場合は、ばね１４によ
って可動接点部材１３が固定接点部材１２側に付勢され、可動接点部１３ａと固定接点部
１２ａとが接触する。これにより、外部回路の電流が流される。一方、電磁石コイル２２
に通電して磁力を発生させると、ばね１４の付勢力に抗してヨーク２３が電磁石コイル２
２に吸引され、これにより、接続シャフト２４を介して可動接点部材１３が固定接点部材
１２から離間され、外部回路の電流が遮断される。リレー部筐体１１の内部には図示略の
磁石によって磁界が形成されており、電流遮断時に発生するアークは、リレー部筐体１１
の内部の磁界によって引き延ばされることで、たとえ大電流であっても確実に遮断される
。
【００５６】
　上記の磁気遮断器１の可動接点部材１３及び固定接点部材１２は、本実施形態のフェラ
イト系ステンレス鋼によって形成されている。本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板
は、従来の接点材料である銅合金等に比べて、耐衝撃性に優れるため、可動接点部材１３
と固定接点部材１２との接触／非接触が何度も繰り返された場合であっても、可動接点部
材１３及び固定接点部材１２の破損を防止できる。また、本実施形態のフェライト系ステ
ンレス鋼板は、磁気特性にも優れるため、可動接点部材１３及び固定接点部材１２は、リ
レー部筐体１１の内部に発生させた磁界によって容易に磁化される。これにより、リレー
部筐体１１内部の磁界の分布が、可動接点部材１３と固定接点部材１２によって乱される
ことがなく、磁界による電流遮断時のアークの引き延ばしを阻害することがなく、電流を
確実に遮断させることができる。
【００５７】
　なお、本実施形態のフェライト系ステンレス鋼板は、図１に示す磁気遮断器１に限定さ
れるものではなく、磁界によってアークを消弧させる遮断器であれば、その接点材料とし
て好適に用いることができる。
【実施例】
【００５８】
　以下、本発明の実施例を説明する。
　表１の成分組成を有するフェライト系ステンレス鋼を溶製し、加熱温度１１５０～１２
５０℃まで加熱して熱間圧延を行い、板厚４．０ｍｍの熱延鋼板を製造した。熱延鋼板を
表２に示す条件にて焼鈍し、酸洗後に板厚１．５～３．０ｍｍまで冷間圧延し、８８０～
９８０℃の仕上げ焼鈍と酸洗を行った。このようにして、フェライト系ステンレス鋼を製
造した。得られたフェライト系ステンレス鋼について、磁気特性および耐衝撃特性の評価
に供した。
【００５９】
　磁気特性の評価は、ＪＩＳ Ｃ ２５５６準拠して以下の手順で実施した。
　磁気特性の評価は、外径Φ４５ｍｍ、内径Φ３３ｍｍのリング状試験片を作製し、巻き
線数１００、印加磁化力１０００Ａ／ｍとし、室温にて磁気測定（Ｂ－Ｈ曲線）を行い、
比透磁率（μ）と保磁力（Ｈｃ［Ａ／ｍ］）を求めた。印加磁場力は、飽和磁化に到達し
ない値として磁化の容易さを評価した。評価基準は以下の通りとした。評価ランク１～３
を合格とし、評価ランク４を不合格とした。
【００６０】
評価ランク
　１：比透磁率が７００以上かつ保磁力が２５０Ａ／ｍ以下を満たす。
　２：比透磁率が６００以上７００未満かつ保磁力が２５０Ａ／ｍ超３００Ａ／ｍ以下を
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　３：比透磁率が５００以上６００未満かつ保磁力が３００Ａ／ｍ超４００Ａ／ｍ以下を
満たす。
　４：比透磁率が５００未満または保磁力が４００Ａ／ｍ超の何れか一方または両方を満
たす。
【００６１】
　耐衝撃特性は、シャルピー衝撃試験によって評価した。シャルピー衝撃試験は、ＪＩＳ
 Ｚ ２２４２に準拠して実施した。試験片は板厚×１０ｍｍ幅×５５ｍｍ長さのＶノッチ
形状とし、試験温度は－４０℃とした。衝撃値が２０Ｊ／ｃｍ２以上の場合を合格（○）
とし、衝撃値が２０Ｊ／ｃｍ２未満の場合を不合格（×）とした。衝撃値が２０Ｊ／ｃｍ
２以上の場合に延性的な破面形状が現れるのでこれを合格とし、衝撃値が２０Ｊ／ｃｍ２

未満の場合は脆性的な破面形状が現れるため不合格とした。
【００６２】
　集合組織は、電子線後方散乱回折法（以下、ＥＢＳＤ）を用いて解析した。磁気特性に
寄与する結晶方位集団は、板厚中心部における｛１１０｝±１５°方位粒と｛１１１｝±
１５°方位粒の２つの領域に分割した結晶方位マップを表示させて数値化した。すなわち
、鋼板表面に平行な面において、板幅方向８５０μｍ、圧延方向２２５０μｍの測定領域
で倍率１００としてＥＢＳＤの測定を行い、鋼板表面に平行な面の法線方向と｛１１０｝
面方位との角度差が１５°以内である結晶粒（すなわち｛１１０｝±１５°方位粒）の結
晶方位マップを表示させてその面積率を表示させ、測定した。
【００６３】
　表２に試験結果をまとめて示す。
　Ｎｏ．１～１３は、何れも本発明範囲の化学成分及び集合組織を有するフェライト系ス
テンレス鋼であり、磁気特性及び耐衝撃特性が良好であった。特に、熱間圧延後の鋼板に
７００℃以下で熱処理を行うか熱処理を省略し、４０％以下の圧延率で冷間圧延を行い、
更に、９００℃超で熱処理を行ったＮｏ．５、７、９、１１は、同じ化学成分でありなが
ら前記の製造条件から外れた条件で製造したＮｏ．４、６、８、１０に比べて、磁気特性
が更に向上した。Ｎｏ．５、７、９は、より好ましい製造条件で製造したため、｛１１０
｝±１５°方位粒の面積率Ａと｛１１１｝±１５°方位粒の面積率Ｂの比Ａ／Ｂが０．４
０～０．７０のより好ましい範囲になり、磁気特性がより向上したと推測される。
【００６４】
　Ｎｏ．１４～１９は、何れも本発明範囲の化学成分を有しないフェライト系ステンレス
鋼であり、好ましい集合組織が形成されなかったため、磁気特性または耐衝撃特性のいず
れか一方または両方が劣った。
　Ｎｏ．１４は、Ｃ量が過剰であり、炭化物が粒界偏析し、更に好ましい集合組織が形成
されなかったため、磁気特性及び耐衝撃特性の両方が劣った。
　Ｎｏ．１５は、Ｓｉ量が過剰であり、好ましい集合組織が形成されなかったため、磁気
特性及び耐衝撃特性が劣った。
　Ｎｏ．１６は、Ｍｎ量及びＡｌ量が過剰であり、好ましい集合組織が形成されなかった
ため、磁気特性が劣った。
　Ｎｏ．１７は、Ｐ量が過剰であり、Ｐが結晶粒界に過剰に偏析し、好ましい集合組織が
形成されなかったため、磁気特性及び耐衝撃特性の両方が劣った。
　Ｎｏ．１８は、Ｓ量が過剰であり、合金中に硫化物を形成し、またＳが結晶粒界に過剰
に偏析し、好ましい集合組織が形成されなかったため、磁気特性及び耐衝撃特性の両方が
劣った。
　Ｎｏ．１９は、Ｃｒ量およびＮ量が過剰であり、非磁性元素であるＣｒが多くなり、ま
た、合金中に窒化物を形成し、更にＮが結晶粒界に過剰に偏析し、更に好ましい集合組織
が形成されなかったため、磁気特性が劣り、耐衝撃性も劣った。
【００６５】
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【表１】

【００６６】
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【表２】

【符号の説明】
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【００６７】
　１…磁気遮断器、１０…リレー部、１２…固定接点部材、１３…可動接点部材、２０…
駆動部。

【図１】



(17) JP 2020-63473 A 2020.4.23

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月4日(2019.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　質量％で、
Ｃ：０．０２０％以下、
Ｓｉ：１．００％以下、
Ｍｎ：１．００％以下、
Ｐ：０．０３５％以下、
Ｓ：０．００３０％以下、
Ｃｒ：１０．０～１８．０％、
Ｎ：０．０２０％以下、
Ｎｂ：０．５％以下、
Ｔｉ：０．５％以下、
Ａｌ：０．１０％以下を含み、
残部がＦｅおよび不純物からなり、
　板表面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉｉ）を満たし、
　比透磁率μが５００以上、保磁力Ｈｃが４００Ａ／ｍ以下であることを特徴とする磁気
特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するため、本発明は以下の構成を採用する。
［１］　質量％で、
Ｃ：０．０２０％以下、
Ｓｉ：１．００％以下、
Ｍｎ：１．００％以下、
Ｐ：０．０３５％以下、
Ｓ：０．００３０％以下、
Ｃｒ：１０．０～１８．０％、
Ｎ：０．０２０％以下、
Ｎｂ：０．５％以下、
Ｔｉ：０．５％以下、
Ａｌ：０．１０％以下を含み、
残部がＦｅおよび不純物からなり、
　板表面における集合組織が下記の（ｉ）および（ｉｉ）を満たし、
　比透磁率μが５００以上、保磁力Ｈｃが４００Ａ／ｍ以下であることを特徴とする磁気
特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
（ｉ）板表面における鋼板表面の法線方向と｛１１０｝面方位との角度差が１５°以内で
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ある｛１１０｝±１５°方位粒の面積率が３．０％超３０％未満。
（ｉｉ）板表面において｛１１０｝±１５°方位粒の面積率をＡ、｛１１１｝±１５°方
位粒の面積率をＢとしたとき、０．１０＜Ａ／Ｂ＜０．８０。
［２］　さらに質量％で、
Ｓｎ：０．００１～０．５％、
Ｂ：０．００５％以下
の１種または２種を含有することを特徴とする［１］に記載の磁気特性に優れたフェライ
ト系ステンレス鋼板。
［３］　さらに質量％で、
Ｎｉ：１％以下、
Ｃｕ：１％以下、
Ｍｏ：１％以下、
Ｓｂ：０．２％以下、
Ｖ：０．５％以下、
Ｗ：０．５％以下、
Ｚｒ：０．５％以下、
Ｃｏ：０．５％以下、
Ｍｇ：０．００５％以下、
Ｃａ：０．００５％以下、
Ｇａ：０．０１５％以下、
Ｌａ：０．１％以下、
Ｙ：０．１％以下、
Ｈｆ：０．１％以下、
ＲＥＭ：０．１％以下
の１種または２種以上を含有することを特徴とする［１］または［２］に記載の磁気特性
に優れたフェライト系ステンレス鋼板。
［４］　磁界内に配置される接点部材として用いられることを特徴とする［１］乃至［３
］の何れか一項に記載の磁気特性に優れたフェライト系ステンレス鋼板。



(19) JP 2020-63473 A 2020.4.23

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ２１Ｄ   9/46     (2006.01)           Ｃ２１Ｄ    9/46     　　　Ｒ        　　　　　

(72)発明者  池上　修
            東京都千代田区丸の内一丁目８番２号　新日鐵住金ステンレス株式会社内
Ｆターム(参考) 4K037 EA01  EA02  EA04  EA05  EA09  EA10  EA12  EA13  EA14  EA15 
　　　　 　　        EA17  EA18  EA19  EA20  EA23  EA25  EA26  EA27  EA31  EA32 
　　　　 　　        EA33  EA35  EA36  EB02  EB03  EB06  EB07  EB08  EB09  FA02 
　　　　 　　        FA03  FB00  FF02  FF03  FF05  FG01  FJ06  FJ07  JA06 
　　　　 　　  5E041 AA11  AA19  BD09  CA10  NN01  NN06 
　　　　 　　  5G050 AA02  AA07  AA12  AA14  AA24  AA26  AA27  AA32  AA43  AA48 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

